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日本で家畜化されたもう一つの野生動物日本鹿

新 城明久縁

我が閣で家姦化された唯一の野生動物はニホン

ウズラとされている。2009年に台持における養鹿産

業を見る機会に恵まれた。台湾では，花践と7.K鹿が

鹿茸生産を限的として牛や山学と悶様に，家畜とし

て館養されている O 従来，台湾の高山には水鹿

(Cervus uniclor kerr)が緩み，低地には花鹿(Cervus

nippon temminck)が楼息していた。

お本と台湾における謹との関わりは，倭農をはじめ

邦人貿易商などによって貿易が行われていた頃で

あった。日本人は銀を績んだ 2~3 隻のジヤンク船で

台湾に行き，台湾からは箆皮を貿い入れ，中国人から

は生糸と絹織物の出会貿易を営んでいた。そこへ

オランダが鶴り込んできて台湾支配をもくろむ

コルネリス・ライエルセン離散が 1622年派遣された。

その後 1624~1662 年までの 38 年間のオランダ支記

となった(箭内・沼間編 1976，松浦 2008)。

台湾の時代底分をみると，先史時代(1624年以前)， 

オランダ模民統治時代(1624 年~1662 f!三)，鄭氏政権

時代(1662 年~1683 年)，清朝統治時代(1683

1895年)，臼本統治時代(1895 年~1945 年)および中

葉氏出統治時代(1945年~現在):南京国民政府

(1 945 年~1949 年) ，台湾問民政府(1949 年~1996 年)

および総統民選期(1996年~現在)と激動の躍史で

ある。

1 .外畠における自本鹿

1)台湾の鹿

鹿について韓国・台湾・日本の研究者が共陪研究

した論文がある(Lim ら 1985)。そのうちの一人で

ある台湾大学名誉教授，宋 永義は下記のような見

解を述べている。

『台湾在来種の鹿には，7.K鹿と花鹿がある。水鹿

(学名 Cervuslmicolor Swinhoei; 英名 Fonnosan

Sambar，成獣の雄 200kg，維 90kg)は海抜 3，OOOm

以上の山奥に棲んでいたが，現在は平地に多くいる

ようである。花鹿(Cervllstaiouanus; Fonnosan sika 

deer，雄 80kg， 雌 50kg)は海抜 3，000m以下の山間

場琉球大学名誉数授(AkihisaShinjo) 

と王手地に緩んで、いる。

これらの鹿は日本の戦国時代にオランダの手で

年間 2万枚余りの sikadeerの毛皮が日本へ輸出さ

れ，偉い侍の鎧兜の材料にされた。終戦後，

ヰl闇清宮廷文化を押し付けられ，茸(antler;velvet)は

高価な漢方薬として流行したため，花鹿は掠殺され

激減した。現在水鹿と花鹿は家苦言として飼われてい

る。鹿茸生蔵量は水鹿が花鹿の数十倍となっている。

オランダ植民統治時代には，箆が産業援輿の一つ

に掲げられて猛烈に競皮革をはじめその他の製品

が輸出されたため，平地に棲む花鹿は取り尽くされ

激減し，絶滅の危機に瀕したといわれている。

台湾花鹿と日本の鹿の血液蛋白多型が大体一致し

た結果 (Limら1985)により，現在の台湾花鹿は 1895

日清下院条約で台湾が日本領となった後，台湾の

花鹿がいなくなったことに気づき， β本より輸入した

のではないかということが仮説として考えられる。

台湾鹿皮革のβ本への輸出は 1620年代のオランダ

統治以前から年間万件を趨えていた。オランダを代表

する東インドネ土は，その利益を組んで台湾占領を

敢行し， 1660年頃には年間 2万件を超す競皮革が

日本将軍家の鎧に愛用された。それにより台湾花鹿

は減滅したためオランダは鹿狩りを許可制にした。

地域毎のライセンスを発行し花鹿の保護に乗り

出したが，既に特許さずオランダ、は台湾を去った。

その後の記録は皆無でミ 1664-1895年の開に台湾

花麗の肉は清霞大陸へ，皮革は日本へ長期にわたり

大量に輸出されたため，減滅したと考える。すなわち

臼本領になった後， Fonnosa(台湾)tこ花農がいなく

寂しかったため日本より現在の花麗を導入したの

ではないかと考えられる。~

他方，オランダ統治以前から海商と呼ばれる民間

安易，倭溜，朱印貿易などが入り乱れ，しのぎを削っ

ていた。オランダ、統治に続く鄭氏政権時代を築いた

鄭成功(母は日本人)は明朝の武将で清朝に敗れ，

清朝側からは海寵と呼ばれ恐れられた武将である

(松1l1i2008)。このことから鄭氏は倭患とも深く
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関わっていたと考えられ，鄭氏政権時代に鹿をお本

から導入したと筆者は考える。

伝本の戦国時代の武士の鎧甲や馬具の材料を

支えたのが台湾をはじめ朝鮮，中国からの輪入鹿皮

で、あった。また薬として鹿茸も輸入された。さらに

伝統工芸品である藍染事，燥、革，菖蒲革，やわた革，

紋革が有名で， 1368年に創作された菖蒲革は，藍地

に白く高務の葉や花模様を染めた革の鞍革である。

勝負または尚武に通じることから縁起が

良いとして，好んで、武具として用いられた(日本鹿

皮事開発協議会)。これら伝統工芸品にも瀧皮の輸

入が深く関わっていた。

2)台湾の護鹿業の一例

台湾の養鹿業についてはすでに辻井と郷(l988a，

1988b)が詳締に報告している。ここでは 2009

おける養鹿の 1事例を報告する(写真1)0 1985年の

鹿の総頭数(辻井と郷 1988a)は44，375頭，

;量は 24，027kgであった。 2009年においてはそれ

ぞれ 23，292頭(水鹿 19，417頭，梅花鹿 3，875頭)， 

22，386公斤(kg)となっている。頭数は約半減して

いるにもかかわらず生漆量はわずかの減で、あり，

これは育積と飼養管理技術の改善によるもので

しょうか。

林見鋒氏(台南懸，台湾省養鹿協会理事長)の

養鹿の概要を示すと以下のようになる。養鹿開始年

は 1974年，管浬は夫婦 2人。議会街積は 1500坪，

2mX4m=8m20総頭数は 400頭，その内訳は 1/3

が雄， 1/3が雄， 1/3が育成。品種は水鹿が 300頭，

花鹿が 100頭。種付け開始年齢は2歳，妊娠期潤8ヶ

月間=256日，離乳は 2ヶ月。花箆は秋に発情する。

水鹿は周年繁殖可能で、あるが秋に多く種付けする。

産子数は 1頭で，稀に 2頭も生まれるが脊成は困難

である。繁殖は人工授精で行い，従来の液状精液か

ら凍結精液に変えた。発情周期は 17尽，発情持続

期間は 1日。飼育管理で重要なことは，単湧から出

して 5~6顕の群で運動場で日光浴と運動をさせる。

期間は 10日前後である。

水を噴霧し混度を下げる。

舎内の天井から

銅料は，組銅料のネピアグラス(狼尾草，品種名は

2号)と青メIJトウモロコシが主体で，濃厚飼料

はアルフアルファー少々と乳牛用配合餌料l頭あたり

l日O.1kgを給与する。飼料の自給率は 90%，購入

銅料 10%である。

鹿茸は2歳から刈り取る 2)。収穫似せる)期間

は，水鹿が 2 月 ~6 月，花鹿が 7~8 月，角が生えて

からそれぞれ 80 日 ~90 13後，約 70お後である。

l頭当たり7.1<鹿が約 50両立1.9kg， 

花鹿が約 40両立1.5見である。単価は l跨 (37.5g)

当たり 800元(2400円)。水鹿は l頭当たり 40，000元

= 120 ， 000 丹，花農は 32， 000 元 =96， 000 円の~又入

となる。同種を韻うのは病気によるリスクを分散する

ためである。

茸は業者が鹿舎に来て『この個体の角がほしし寸

と指定する場合もある G 鹿茸は生で販売するのが

主である。鹿茸諮や漢方薬は業者に委託製造させて

いる。経営を安定させるため干した肉のジャーキー

~erky) も販売している。さらに鍋物の開発，なめし

皮製品の爵発など経営安定化に向けて取り組んで

いる。鹿の病気では TB(結核)に気を配り，毎年予防

注射と採血検査を実施している。

写真 2 鹿3斜Ijり取り 11寺の鹿係主主器
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3) ニュ…ジーランドの鹿

一ω (1989)によればアイルランドに 1860年， 日本

鹿が輪入され英闘で広がった。ニュージーランドは，

1885年と 1905年英毘から日本鹿を輪入している。

また Challies(1985)は 1861年から 1910年には 8種類

の鹿がニュージーランドに導入され，ニホンジカ，

Sika deer(Cer・vusnippon sub. sp. ?)はイングランド

経由で 6頭が 1905'1三に放されたと報じている。

日，これらの箆が餓われニュージーランドでは

主主鹿産業が盛んである。 2m以上の牧櫛で閉まれた

広大な牧場で、鹿茸の生産が行われ(写真 3)，cp毘に

輸出されている。

写爽 3 ニュージーランドにおける鹿の放牧嵐長

2. 神畜としての奈良公園の器

奈良の患についてのホームページには昨日銅 13

(710)主師事原不比等が氏神として春日大社を創建する

際に鹿島(茨城県鹿島神宮)から勧請した神が白鹿

に乗って森岡山に入ったという含い伝えから，神の

使いとして大切に保護されてきました。ですから

は鹿をと寝つけたり，殺したりするととても重い罪に

とわれ，死刑なんてこともあったようです。

蕗をあやまって殺してしまい，石子詰(生き埋め)され

たすこ供の話も残っています。j

実際には，野生の箆が泰お野一帯に生息、し，そこ

に人が入り込んできたと考えられる。現在，野生の

鹿として閣の天然記念物に指定されているが，簡は

給与され繁摘にも人の手が加えられていることから

と解釈した方が妥当と考える。写真 4のように

人に慣れ，なっき，繁殖が行われている。このよう

に日本で家畜化された鹿は台湾，イギリス，ニュー

ジーランドでも銅われている。

家造の用途としては従来， 乳畜，肉

音，毛皮畜，卵音，

9つに分類されている。なお，馬術競技はスポーツ

であることからスポーツ畜といえる。娯楽音には，

競馬 (race)，関潟 (fight)，隣牛，間鶏，闘犬などが

あり，賭博性もある。これらの家主言に鹿を加えること

により，鹿茸を生産し薬用として利用していること

から薬姦である。

日神社の境内ではすでに述べたように鹿は信仰

の対象であることからやt1蕩である。

降臨されるものと古くから信じられ，神馬は祭りに

欠くことのできない存在である(岩井 1995)。流鏑馬

は神事であり，また絵潟に祈願と報謝を託し社寺に

奉納される。

インドにおいては，牛は糞畜，役高，乳畜，毛皮

どの農ffl家造(農畜)として利用されていると

ともに神様扱いされ神迭でもあることから農神兼

用型の家留と呼ぶ方が良いのではないでしょうか。

また我が閣でも牛絵馬があり，馬が罵頭観音なら，

牛は大日如来である。

薬畜には鹿茸のように食べる，飲むことによる効用，

潟は乗ることにより心身の治療効果がある。また伴侶

動物のように一緒に生活することにより心が癒さ

れることから愛玩(伴侶)動物はある節では薬畜と

しての側阪がある。

中国の食文化の影響宏受けた沖縄では，ぬちぐすい

(命薬)，くすいむん(薬膳，養生食)として山ネ汁が

安産に，パリケン汁が呼吸器系病気の治療と予坊に

薬膳料理として利用されていることから築造である。

台湾では山学乳は呼吸器系の病気の予防と治療に
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効果があるとして混めて飲まれている。2010年度の

台湾における搾乳山学の飼育頭数は約 33，000頭，

17，228公噸(トン)で，乳用山学産業は

世界トップクラスである。

3. むす び

これまで述べてきたように日本鹿は日本で家畜化

された。また，台湾，朝鮮および中国で、は養鹿が盛ん

であることから日本鹿は釘本をはじめ東アジア一帯

で家造化された。さらに家畜に農を加えることにより，

羽途に薬畜と神漢が追加され，従来からの糞音，役畜，

勾畜，事L事，毛皮畜，卵議，実験畜，愛玩斎および

娯楽斎を加えれば11の用途を家25は担うことになる。

混在，日本における農は神高の段階にとどまっており，

勾と乳(鹿乳キャンデーなど)の利用も考慮、しながら

寵茸酒や漢方薬などの生産に相対的重点を霊いた

(Medicinal AnimaOとしての発展段階に来てい

る。養鹿は閣内をはじめや国・韓国市場を狙った鹿茸

主産を目指す方が良いのではと考える。
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